
令和８年２月７日（土）第７回目の開かれた学校づくり協議会が行われました。 

しこまる 

 

本校では子供たちの学びをより充実させるため、年間を通して校内研究に取り組んでいます。 

１月２９日（木）、今回は７名の講師の先生をお招きし拡大校内研修会を開催しました。 

市内だけではなく全国から１５０名を超える方々が参加してくださり、４・５年生の授業公開と講演会を 

通して授業づくりについて、学び考える機会となりました。 

社会は急速に変化しており、AI の活用をはじめとする新しい技術の発展が進んでいます。このような 

時代においては知識の量だけでなく、「自ら問いをもち、考え続ける力」「他者と協働しながらより良い 

答えを探る力」、「人との対話や自分の考えを言葉にして伝える力」がより求め 

られています。子供たちが「なぜだろう」と考える授業づくりが大切であると 

考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

武蔵野市立関前南小学校 令和７年度  

開かれた学校づくり協議会だより NO.７ 

展覧会についての感想をたくさんいただきました 

規模が大きく完成

度が高い！びっく

りした。 

一年生：貼り絵や帽子は一枚

一枚根気のいる作業、一年生

とは思えないほど集中して丁

寧に取り組んだ。 

三年生：初めてノコギ

リとカナヅチに取組ん

だ。「クモの巣」はたく

さんの材料を使いカラ

フルに仕上げた。 

二年生：「「箱の中から」の展

示など飾り方へのこだわりが

あり、渡り廊下のプチプチな

ど見せ方にも工夫があった。 

 

四年生：電動糸ノコ、彫刻刀に初

挑戦。校内展示の「こちらへどう

ぞ」も好評だった。 

五年生：楽しんで制作した版画や「名

前の街」は音楽科と連携した QR コー

ドを使った作曲で感動した。家庭科で

はランチマットやマスコットも。 

六年生：音楽科と連携した「は

さみと紙のハーモニー」はさす

が最上級生の作品だった。家庭

科ではキットを使わず自分で考

えたバッグを制作。 

作品一つ一つだけではな

く全体としての世界観・

エネルギーを感じた。 

ICT を活用した新し

い表現、学校全体を

使った構成や世界観

がまるで美術館にい

るようだった。 

 

「拡大校内研修会」のご報告 



 

 

 

 

 

 

 

～今後の予定～ 

第８回目：３月６日（金）１０時～１１時３０分 

              （本年度最終） 

どなたでも傍聴できます。学校までご連絡 

       ください。（℡：0422-53-7655） 

来年度（令和８年度）の教育課程について 

Q:教育課程は他校と共有しているか。 

A:共有してはいないが、武蔵野市としてやっているこ

とは共有されている。各学校が２月に提出し、教育委

員会とともに確認をする。 

Q:教育課程はどの点を

特に重視して編成され

たのか。  

A:今年度の成果と課題

をふまえ、子供が主体

的に学ぶ場面をより充

実させることを意識し

た。 

Q：主体的な学びとは具体

的にはどのような形にな

るか。  

A:子供が自分で課題を見

つけたり、友達と話し合

いながら考えを深めたり

する場面を意図的に設定

していく 

Q:ICT の活用を進めるとのことだが、使い過ぎに

ならないか心配だが。 

A：目的を明確にし、学びを深めるための手段と

するとともに、使うことが目的にならないよう

にする。 

子供の日々の積み重ねを大切にし、一人一人の状

況を把握しながらきめ細かな指導を行っていく。

また、子供が安心して挑戦できる学校づくりを、

保護者・地域と連携しながら進めていく。 

Q：「主体性を尊重」というが、苦手な子はどう

対応するのか。 

A:役割がある。全員が主役でなくてよい。「好

き」を伸ばし、得意なことを見つけられるとよ

い。主体性のない子どもはいない。 

・教育目標「しっかり考える子ども」「すなおでやさしい子ども」「元気な子ども」を 

大切にしていく。 

・子供が受け身にならず自分から考え、探究していく学びを充実する。 

・一人一人の違いを認め合いながら、安心して学べる環境づくりを進める。 

・ICT を効果的に活用しながら個別最適な学びと協働的な学びの両立を図る。 

・体力づくりや健康教育も引き続き重視し、心と体の両面を育てていく。 

・地域や保護者と連携しながら「開かれた学校づくり」を進めていく。 

 

 

 

 

校庭の梅の花が満開を迎

え、傍らで子供たちが元気

で遊んでています。 

春はもうすぐそこ、卒業・

入学の季節が近づいてきま

した。 

Q:学力面についてはどのように考えているか。 

A:基礎基本の定着を大切にしながら、思考力、判断

力、表現力を育てる授業づくりを進める。 


